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～「 艱難（かんなん）辛苦と使命と責任 」～ 

校長 立山佳人 

 令和３年が間もなく幕を閉じようとしています。年が変わり、時代が変わる、そんな時季になり

ました。 

 高校野球、大学野球で優勝投手を経験し、プロ野球選手になった日本ハムファイターズの斎藤佑

樹選手が引退することになりました。「ハンカチ王子」とも言われ、華々しかったアマチュア時代

と違い、11 年間のプロ野球の世界では、まったくと言っていいほど活躍できませんでした。その

苦しい中で這い上がろうと努力する斎藤選手に、指導者である栗山監督が次のような言葉をかけて

いたそうです。  

 

やめるのは簡単。でも、諦めずに立ち向かう姿を見せる「使命」がある。だから絶対に逃げるな。 

 人は生きていれば、「艱難（かんなん）辛苦」の時がある。それを乗り越えて成長する。命を使

う、と書いて「使命」。その命をどう使うのか。 

 早実、早大と栄光の時を知り、プロで苦しむ中で、ずっと応援してくれる人たちがいた。そうい

う人たちに、泥だらけで苦しみながら、それでもやりきろうとする姿を見せる「責任」がある。  

 

まさしく激励！励ます言葉ですが、厳しい言葉でもありますね。人には、「艱難辛苦」の人生を

生きていく上での「使命」があり、応援をしてくれる人が増えると、「責任」が出てくるのです。 

 そして、引退を決めた斎藤選手に次のような言葉をかけたそうです。 

 

 言葉にして言うのは簡単なこと。やりきるのは本当に大変だ。佑樹はここまで、決して悲しい顔

を見せずに頑張ってきた。野球選手として「使命」を果たした今は褒めてやりたい。 

 勝負はこれからだ。佑樹にはまだ、みんなのプラスになるような生きざまを見せていくという「使

命」がある。キラキラと輝き、笑顔で、みんなに勇気と元気を与えていってほしい。 

 

 プロ野球世界での「艱難辛苦」の 11 年間、悲しい顔をせず頑張った斎藤選手ならきっと、今後

の人生を切り開いてやっていけると確信しているとの言葉のようです。 

 さて、3 年生にとっては正に受験に挑んでいる「艱難辛苦」の時。2 年生、1 年生も斎藤選手の

11 年間に及ぶ努力ほどはいかなくても、中学生の 3 年間は、中学卒業後の人生を切り開くための

3 年間と考え、家族の皆さんに支えてもらいながら、今やるべきことに取り組んでほしい。それが

「艱難辛苦」の中学時代を生きる皆さんの「使命」と「責任」と言えるでしょう。 

 

 

鹿児島・日置地区専門高校フェスタ及び高校見学 

 12 月 22 日（水）に２年生が、専門高校フェスタと高校見学へ行ってきました。午前中の専門高校フェスタでは、

１１校の専門高校生による実演や体験教室、学習成果等の発表や作品展示などがあり、いろいろな専門高校の特色

について学ぶことができました。午後からは鹿児島実業高校へ行き、各学科の説明や施設見学をさせていただきま

した。今後の進路選択について学びを深めることができ、大変充実した一日でした。 
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１月の主な行事   

 

4 日(火) 仕事始め 

11 日(火)  大掃除・始業式 

12 日(水) ３年実力テスト 

16 日(日)  春の祭典 ２年１組出場 宝山ホール 

18 日(火) 私立高校入試事前指導 

18 日(火)～19 日（水）鹿児島学習定着度調査 

20 日(木) 新入生入学説明会 ＰＴＡ運営委員会 

21 日(金) １年職業講話 

22 日(土) 私立高校入試スタート 

冬季休業 12 月 25 日～１月 10 日 

「 働きアリ比べて僕はキリギリス 」 

 

  

【 第 65 回日本学生科学賞 】  佳作 ２年 石原 海莉 

【 こころの言の葉 コンクール 】  入選  １年 杉本 楓悟 

【 全国書画展覧会 】  特選 ３年 近川 心彩 

【 税に関する作品 】 中学生標語の部 優秀賞 １年 森園 巧己 

【 第 34 回海音寺潮五郎読書感想文コンクール 】 入選 ３年 田原 颯騎 

【 第 23 回南九州市かわなべ青の俳句大会 】  

入選 ２年 岡本 隼大 

【 未来型デジタルスキルコンクール 】 コンピューターグラフィックス部門 絵画の部 

  特選 １年 若松 ゆかり        入選 １年 荒田 珠寿 

 

 

 

 

 

 

【 中部地区合同１年生野球大会 】  敢闘賞 １年 神村 悠月 

【 秋季鹿児島市新人サッカー大会 】 準優勝 サッカー部 

【 第 27 回日本管楽合奏コンテスト全国大会 】  優秀賞 吹奏楽部 

【 第 47 回九州アンサンブルコンテスト予選 鹿児島県吹奏楽ソロ・アンサンブルコンテスト 】 

  ソロ部門  金賞ならびに最優秀演奏者賞 ３年 森 紅 「 序奏とロンド 」（フルート） 

  アンサンブル部門  金賞  「 戦いの組曲 」（金管五重奏）  

１年 生駒 蒼・岩下 杏奈  ２年 森脇 翠・有馬 徠翔  ３年 橋本 三奈 

※ 県代表として２月 17、18 日に行われる九州アンサンブルコンテスト（熊本県立劇場）出場 

 

第３回ＰＴＡリサイクル活動  

今年度最後のＰＴＡリサイクル活動を 12 月 11 日（土）に 

行いました。天気にも恵まれ、地域の方々や保護者、子ども 

達と職員が一緒になって、取り組める行事で締めくくること 

ができて、良かったです。今回もたくさんの資源回収ができ 

ました。ご協力ありがとうございました。今後ともご理解と 

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

  
～スクールカウンセラー来校日～  

１．２月 

<中島先生>（市 SC） 

１月１４日（金）午前 １月２１日（金）午後 

２月 ４日（金）午前 ２月２５日（金）午後 

<森吉先生>（県 SC） 

２月 ３日（木）１３：００～１６：００ 

<秋山先生>（県 SC） 

１月 26 日（水）１３：３０～１６：３０ 

２月 ９日（水）１３：３０～１６：３０ 

日々５行 
1 気持ちよくあいさつします。 

2 時間を守ります。 

3 作業を一生懸命します。 

4 物を大切にします。 

5 はき物をそろえます。 

今月の表彰 


